
人の和が、ひろがる集合5分前
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隻

　
プ 　　㌧・麟晦昂

東下団地1迫野内）

ほ場整備完
　　　　＝東下・山之ロ・一谷団地

屈和蜘納身第，鵬

発行．策郷町役場・編集／企画財政課

　54年度中に実弛したほ場整備は

豊村総合整備モデル事業で東．．卜団

地1迫野内）、地域農政特別対策

事業で、山之［団地（迫野内）、

一谷団地（坪谷）が副画きれ、昨

年11月に着耀し今毎…の3月に竣工

しました＝

　総事業費と整地面積は次のとお

りでづ、

二東．ド団地　5千4百4万円で

　　　　9．C4110

成

◎山之［団地　1千2百1e万円で

　　　　　1．921濯

◎冒谷団地　7百84万円で0．72加

なお55年けの計画としては、ワ

ラビノ団地（田野）外4団地、総

面債：”して約24加を実施つる計画

です、夢ほ場整備を行う二とによ

り、労働力の少力化が図かれると

ともに、裏f国国によるf乍f寸品目も

増し、農業所得の増収が期待され

ま丁。

ふるさとの山の五月の杉の木に

　　　　斧振る友のおもかげの見ゆ

　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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町報とうこう
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；
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．
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・
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／
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［
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．
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独
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出
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．
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叡
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；
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．
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し
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日
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こ
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和
五
十
五
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度
一
般

会
計
予
算
案
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に
国
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健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
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予
算
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．
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叫
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わ
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右
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．
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す
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踏
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；
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．
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．
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］
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＝
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／
ま
町

民
の
信
託
を
受
｝
－
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す
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す
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］
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踊
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・
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付
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す
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損
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∫
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；
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∂
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⊃
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↓
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、
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烈
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鐸
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；
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．
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．
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．
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収
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．
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冒
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．
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．
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別
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．
二
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信
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⊃
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等
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中
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．
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路
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、
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．
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中
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一
ま
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又
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．
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標
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ー
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ま
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ハ
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以
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写
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し
’
、
｝
も
一
孝
玉
ノ
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の
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曄
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備
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双
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と
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適
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ﾄ
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％
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．
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・
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／
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．
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．
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築
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烈
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．
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∫
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、
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築
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一
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、
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￥
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弛
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．
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＝
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．
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い
も
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え
て
お
る
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て
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ま
す
．
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，
此
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等
閉
に
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し
’
」
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つ
へ
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、
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と
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の
雪
花
不
冷
乙
、
」
（
あ
ま
、
，

行
政
の
基
本
て
あ
る
住
民
の
暮
し
と
健

康
へ
の
［
毛
際
ゴ
甲
二
〇
一
つ
噌
て
ひ
げ
h
し
’
、
↓
諮
甥

ら
な
翫
と
h
う
こ
と
て
あ
し
ま
す
．

　
厳
一
し
、
、
僧
県
境
r
の
中
▼
一
事
つ
’
」
や
み
　
》
」

も
す
る
と
道
外
ふ
・
・
れ
か
ち
な
幼
児
、
老

人
、
或
隊
心
身
経
書
に
苫
脳
づ
る
人
達

＝
対
し
て
、
各
種
の
制
度
に
よ
る
救
菌

よ
当
妖
採
り
入
れ
な
か
ら
五
十
四
任
度

か
・
つ
実
粥
∫
を
始
力
孝
歪
し
ハ
」
　
　
健
康
つ
ノ
＼

り
冊
進
事
業
と
し
て
の
コ
ノ
ヒ
ュ
ー
タ

ト
ノ
ヶ
方
式
を
健
康
て
豊
か
な
町
創
2

の
「
助
と
し
て
本
昼
・
っ
引
続
き
進
め
る

こ
と
こ
し
た
と
こ
ろ
て
あ
ー
レ
’
嘱
す

　
又
区
長
外
ず
へ
て
の
非
常
勤
特
鈎
職

の
報
酬
の
改
走
を
行
う
こ
と
と
併
せ
て

粥
防
団
貝
の
処
遇
改
善
策
と
し
て
口
早

か
公
務
以
外
の
不
雷
の
災
毛
♂
あ
っ
た

場
含
て
も
こ
れ
救
助
す
る
言
置
を
講
ず

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た

　
要
に
よ
従
来
か
ら
遂
久
昂
ま
一
を
顕

し
て
お
ノ
ま
す
迫
徳
教
肯
は
、
こ
れ
を

国
の
指
芝
拓
進
士
と
し
r
、
、
町
民
の
道

徳
引
墨
の
昂
揚
の
先
鞭
エ
、
四
つ
義
房

教
肯
部
門
か
ら
之
を
行
な
う
二
と
と
し

本
任
ま
東
郷
中
学
較
外
二
校
の
指
定
を

受
ナ
事
業
の
推
進
を
図
る
等
や
乞
政
全

般
に
一
一
－
！
・
て
細
心
の
配
慮
を
致
し
た
処

て
あ
り
3
、
フ

　
他
方
之
を
衷
打
ち
す
る
輩
下
＝
つ
h

て
は
先
に
若
干
の
見
曜
を
述
へ
た
処
て

の
∠
三
・
か
、
町
税
、
地
方
引
付
税
等

　
般
財
原
の
確
保
と
財
産
収
入
て
あ
一

ま
つ
　
財
産
収
入
r
つ
h
て
は
本
歪
度

二
工
一
万
山
U
の
耐
朕
・
八
冷
　
日
貸
h
♪
」
†
し
二
♪
し

た
か
之
は
造
林
公
社
へ
分
収
林
と
し
て

提
供
す
る
林
地
の
造
林
支
障
木
の
処
分

代
金
て
あ
一
．
虫
し
て
所
謂
収
益
目
的
の

為
の
剛
有
林
油
木
は
ム
，
後
特
段
の
財
政

需
用
の
な
、
地
限
，
て
き
得
計
ま
此
処
当

分
を
見
合
せ
扉
に
商
品
価
値
の
高
い
優

良
木
材
と
し
て
保
育
管
理
を
進
め
こ
れ

を
後
代
に
罪
斗
、
続
き
度
い
所
存
て
あ
一

ま
ず
　
　
（
省
略
）

　
次
に
特
㌦
会
計
に
つ
い
て
説
明
を
申

し
ト
げ
た
い
と
存
し
ま
す

　
特
騎
謝
謝
は
御
承
知
の
と
わ
）
国
保

。
水
｝
廻
●
病
院
》
と
一
、
つ
の
△
訊
計
’
を
1
月
」
し

て
わ
り
ま
す
か
、
そ
の
性
質
上
何
1
1
も

独
や
採
算
か
厨
則
て
あ
る
全
週
て
あ
一

’
三
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
討
．
つ
｝
、
－
ま

し
て
．
i
近
時
医
康
費
の
引
ー
ナ
、
老
人

医
療
の
制
暖
化
、
医
療
質
の
充
実
、
・
、
圃

度
化
等
に
よ
’
・
て
給
付
の
額
も
又
昼
を

口
坦
つ
’
」
ノ
一
巳
増
一
の
傾
自
凹
’
伊
二
等
，
し
’
、
」
わ
》
一
’
ハ

す
従
r
・
て
こ
れ
に
・
愛
す
る
瞭
養
給
付

の
額
し
急
増
し
こ
の
二
と
は
当
，
鉄
、
被
保

険
者
の
税
負
担
の
増
額
に
結
一
、
）
つ
、
冒
て

き
て
、
、
る
次
第
て
あ
一
ま
ず

　
今
日
納
税
者
の
税
負
担
乙
3
識
の
一
つ

曽
、
ほ
こ
の
国
民
健
康
保
険
税
負
担
か
そ

の
因
子
と
な
っ
て
い
る
と
。
思
わ
れ
る

の
て
あ
っ
聾
す
　
然
し
な
か
っ
挟
食
給

付
に
三
日
鉄
受
益
者
た
る
被
保
険
者
の

負
調
か
伴
な
う
訳
て
あ
・
）
ま
す
か
ら
こ

れ
を
軽
，
侍
す
る
に
は
療
養
給
付
以
前
の

措
置
と
し
て
町
民
の
健
康
つ
く
）
を
揺

罵
世
一
↓
ヴ
Q
▼
｝
》
ン
甲
　
抜
｝
、
¶
▼
卜
「
し
げ
㌦
工
考
，
ヌ
∵
つ

潜
ま
せ
ん
の
て
先
に
述
へ
よ
し
た
通
一

全
詣
閂
頭
目
噌
対
象
》
曽
し
ハ
」
論
理
些
天
’
を
人
争
任
陵

以
降
・
」
デ
紅
き
進
み
る
こ
と
・
一
よ
’
・
て

結
果
的
に
保
険
税
負
担
の
二
丁
を
図
る

良
期
展
望
に
止
っ
た
構
想
を
い
た
し
た

と
二
う
て
あ
う
ま
・
つ
か
、
当
面
の
場
省

グ
一
れ
か
増
徴
の
巾
を
最
少
限
厚
に
抑
え

る
等
の
措
置
を
重
し
て
あ
》
三
す

　
つ
い
て
商
工
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
玉
、
ユ
柔
丁
し
’
」
は
、
　
m
疋
任
ド
ト
及
・
ハ
一
尺
丁
－
等

て
よ
る
施
設
の
破
損
更
に
老
朽
化
等
に

よ
r
・
て
そ
の
維
持
管
理
費
の
増
加
に
加

え
石
油
事
情
の
急
変
に
よ
る
電
力
料
金

の
増
加
は
何
と
し
て
・
」
現
行
丞
道
料
金

て
ぽ
こ
の
手
業
の
経
営
維
持
を
独
や
採

算
て
行
う
こ
と
β
不
可
能
て
あ
、
ま
す

か
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
則
ノ
「
般

’、

�
v
依
存
を
排
除
し
な
か
ろ
所
謂
「
般

弔牛

c
一
家
の
畠
貝
桐
佃
隔
増
♪
甲
｝
極
h
二
手
一
干
－
ヴ
9
冊
泊
置

を
果
し
た
処
て
あ
レ
ま
す
　
即
基
本
料

金
は
据
え
置
き
と
し
こ
れ
を
超
過
す
る

伎
用
水
量
つ
い
て
段
階
毎
に
負
担
求
み

る
超
過
負
担
乃
式
て
あ
り
ま
す
か
加
入

者
の
理
眸
を
頂
き
度
い
と
お
願
い
を
申

し
一
ず
る
次
筆
て
あ
）
ま
す

　
昇
後
に
病
院
事
業
会
計
て
あ
ま
す
か

病
院
経
営
の
現
況
ほ
既
に
青
々
申
し
ト

げ
て
わ
㌧
ま
す
通
一
、
去
る
五
マ
一
、
告

四
弓
以
降
宮
崎
医
大
二
外
科
教
室
の
診

療
協
力
を
受
け
始
め
て
以
来
村
営
の
攻

定
ま
勿
論
町
ウ
病
院
と
し
て
の
機
能
を

為
し
て
い
る
こ
と
ス
誠
に
喜
ば
し
い
限

、
て
あ
－
，
ま
ゴ

　
病
院
経
営
に
つ
い
て
は
五
セ
ニ
任
以

来
漸
U
ノ
＼
　
．
℃
の
／
払
立
栢
休
算
の
へ
ー
ス
に

入
’
・
て
」
ρ
、
、
血
十
四
年
吟
わ
㌧
て
・
」

再
論
少
て
ま
あ
一
ま
丁
か
、
里
、
字
決
算

と
見
込
め
る
状
況
て
あ
一
宮
崎
臥
大
の

御
協
力
♂
対
し
感
謝
申
し
ヒ
ゴ
て
、
る

隔
て
あ
り
ま
す
尚
こ
の
f
ぽ
闘
民
の

医
療
機
関
と
し
て
更
に
ヒ
ロ
頼
き
駆
る
し
・

う
整
鯖
を
図
一
二
熟
に
対
処
す
＼
く
本

山
慶
は
そ
の
　
つ
と
し
て
柄
玩
給
食
の

改
善
を
図
り
入
院
轡
者
に
適
切
な
る
伯

療
食
を
給
仔
す
る
こ
と
と
し
’
、
犠
食
」
1

の
配
置
を
て
る
こ
と
と
致
し
ま
し
九

又
第
二
に
最
近
医
療
事
務
の
多
様
化
復

雑
化
に
対
幽
す
る
た
め
事
務
の
管
理
処

理
の
合
理
化
迅
速
化
を
図
る
二
と
と
し

て
医
療
用
コ
ノ
ヒ
ユ
ー
タ
を
、
更
に
第

一一

ﾉ
X
線
テ
〆
ヒ
を
購
入
し
医
療
需
用

に
肩
」
す
る
こ
と
と
丁
る
等
病
院
潔
営

に
つ
い
て
．
？
て
の
機
能
の
充
実
と
一
層

の
配
慮
を
加
え
げ
、
h
く
所
序
て
あ
一
｛

丁
　
（
省
略
）

　
私
の
町
政
執
行
に
対
す
る
基
本
垂
咳

は
こ
れ
も
暖
々
申
し
ト
ヂ
て
わ
一
三
掌

と
わ
一
先
つ
多
様
化
マ
る
行
政
需
裳
へ

の
経
費
の
定
率
性
を
よ
く
踏
ま
え
な
か

ら
そ
の
時
期
を
失
す
る
こ
と
の
な
h
よ

う
．
週
時
適
期
に
取
一
組
♪
、
一
こ
と
と
併
せ

て
窮
迫
す
る
町
財
政
の
中
に
在
’
・
て
も

故
里
に
生
｝
、
－
る
吉
ヲ
、
）
の
持
て
る
し
・
う
な

陶
創
り
の
た
め
の
財
政
二
二
を
・
い
掛
↓

て
参
一
ノ
た
つ
・
）
ノ
て
あ
・
）
・
’
ト
す

　
口
同
時
こ
の
投
玖
貝
’
ゆ
町
内
等
し
ノ
＼
／
イ
、
へ
李

わ
れ
る
よ
う
、
不
足
す
る
財
涼
の
中
に

在
’
ノ
て
も
乏
し
く
き
を
憂
へ
す
等
し
か

ら
y
、
、
る
を
憂
う
と
い
う
　
公
平
と
平
等

を
今
L
願
に
刻
ん
で
き
た
と
こ
ろ
て
も
あ

り
ま
上
か
こ
∂
基
本
能
一
度
ほ
ム
「
後
も
こ

れ
を
堅
持
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
芝
持

｝
．
・
ズ
』
頼
↓
．
・
出
る
行
政
を
拍
聾
し
て
参

る
所
存
て
あ
2
浜
す



（5）　町報とうこう

昭和55年3月末教職員人事異動

募　　蓼．出・退職9－1イ・職一＿一L壱種別地教委糀校資格氏　名．陣別

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ｩ転出．延肺一．御小．．到・⊥・瞳一夫1転入

@　　　　　　　　　〃　　黒　木　　　男

@　　　　　　　　　〃
@　　　　　　　　　主事

黶D．．坐
　一〃　一一西部市．一．一妻北小．．郷　．佐．一．…北郷村　　北．三一4と．一．　　　　一落　合．貴美子小　　〃　　都城市　　五十市小

吉　村　静　子
　一
V　採

転．入

V

新　採

．麩一一出．日向声．一丁光寺小．一．教諭．一．黒　木　義　男
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ﾘ　　〃　　一．グ．．．一　大王谷小　　　〃一一一河一野　通　年．

J　．一一一”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．

ｬ　　〃　　日向市

　〃

D新雨墨、　皿延岡産一悪一一ノIL一．　佐．．一．久　保　博．．慶

@　　一．美々津小．一．∫・一．一．塁≡田　勢一子一

V　　門川町　　門川小　養曳教諭安　藤　登志子 新　採

転　出　野尻町一．野．霧中　一室≧長　一上．．水．和　昭 転．人
越一　　　’．

　一　　　　　　一

V

小　　　〃　　日南単一　束．．郵一小　＿一佐一．市　成　　　剛 〆ノ

V　　日向市　　日向中　養護教諭遠　藤　藤　子 新　採

土　　　　　　　　　　丸野小　　校長．別　府　コ．郎 転　入這　転．出一肩回収．．　一一小　　〃　　日向市　　細島小　　教諭　　尾　力　幸太郎

1　　〃

鷲指向市．痴響一慧淵鍛
坪　転一．出．f旦野町一　田野中　　校長　　山　元　実　彦．、

J．．．一グ．皿一延肺…趣舳惑乱」生．藤一駄面

@　〃　　　〃　　旭　　中　　　〃　．長　野　基　一
�D．　　　　．．一．

@　〃　　宮崎市

一二一一入、

D．．”

@〃
　　　r{崎中　　　ノ’　武　田　照　男 新　採

G
　
“
．
日
師
．
・
向
中
．
〃
奈
須
．
．
武
」
t
校

”　　一

〃

警転出県教委丁丁難菅　芳弘 転　入

　　　　転　入・新採用
陣別鋤委旧任校資格氏　名
　　　．
転入北郷村．．北郷小一童ζ諭勾田一関男

　　　門川町．門．坦．小　　　．〃．．榊　野．富　延

転入小林巾小休市教委

諸塚村一諸塚小

転入延岡市、岡富小
〃．．一壷．．．4｝

　主事　　高　　橋　　伸　　彰

　教頭　坂元　 学

．．三惑　村　匁　正　樹

　主事

旧人都城市
グ

延岡市

「
堅目

．
．大事主

松
〒
二…

乞

萱
・
…

比
　
藤
．

　

明
「
槍

印
ノ

教
．
ノ
．

．《■土．．．屋ひとみ

養　護　講師　馬面加代子
妻力丘中　　毯長一瀬戸「1一義

志和知小　．教諭　　蔵　満　四　男

．黒告小　佐…．後一一暉．智．．子

　　　　　　　　養護教諭西山真由美
転　入．須本村一　須木小　　校長　　加　藤　民　応

　　延岡市　東　小

　　　　　　　　　　　瀬戸口重尚
転　入　宮崎市　　宮崎西小　　　　　　村　社　義　夫

　　延岡市　　東海一曲一一．教諭一一今　甲一邦一一雄一．

　　門川町　　門川中　　　〃　　肩　高　武　行

允一．森諭教

　
尚

　
重

　
口

　
戸「

瀬

明
一

裕
　友長

一無
事

教
…
主

夫廟社村長校

転　入．西都市．三納申

　　日南市　飯肥中　　〃　　佐．一一藤健二

　　宮崎市　赤江中　　〃　　北　林　カチ子
　　　　　　　　社教主事
転入高岡町高岡小（スポー山元敏夫
　　　　　　　　ツ担当）

子間間船〃

事文
一

田租
一一

諭教
一

　〆「一

≦1舞

　　　L　彫　　＼
』淋・へ’

　コ　ト　バ四　田で　耕四　耕千使　田とで場場案の：金員
九ン十ラ十イ千十植八十う千十う収用男植しも合訂し労が会四
千バアクアン五ア機千アん円アん’人女作て通も等て賃きで月
　　　　　　　　円1機　1機　は共業下常あに決’ま今一卜円イ1タiダ百1
　ンル1ル1円ル

当
り
五
千
五
百
円

当
り
五
千
五
百
円

当
り
（
補
植
を
詫
ま
ず
）

ル
当
り
荒
起
し
か
ら
植
代
ま

ル
当
り
荒
起
四
千
円
、

身
代
四
千
五
百
円

荒
代

「．

冝
＝
D
［
千
五
百
円
耕
う
ん
機

五
千
円
、
嘲
う
ん
機
共
は
八

「
日
に
開
か
れ
た
町
農
業
委

年
度
の
稲
作
作
業
の
基
準
賃

り
ま
し
た
．
、
こ
れ
は
毎
年
他

物
価
の
上
昇
状
況
な
ど
を
勘

め
て
い
ま
す
が
そ
の
状
況
、

よ
一
・
て
は
当
て
は
ま
ら
な
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
，
あ
く
ま

の
旧
砺
ム
ロ
の
基
」
准
＋
倖
貝
桑
皿
、
日
H
安

き
い
．

田
植
え
な
ど
の
基
準
賃
金

町報とうこう　　（4）

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
計
画
き
れ
て
い

9
主
な
事
業
及
卵
、
）
事
業
量
は
次
の
と
お

↓
で
す
、
．

「．

A
農
業
及
び
農
村
環
境
整
備
事
業

ω
　
ほ
場
整
備
事
業

　
　
　
　
五
地
区
　
二
四
診

　
の
　
塑
．
直
整
備
事
業

　
　
　
　
三
路
線
　
」
二
、
五
二
τ
ヅ

　
伸
　
林
道
整
備
事
業

　
　
　
　
「
、
絡
線
　
　
「
．
、
「
．
八
○
ヅ

尋
r
　
5

投
資
的
経
費
に

一
二
億
七
千
万
円

　
．
＋
・
芳
の
内
で
最
ま
、
高
い
投
資
的
経
費

ふ
D
、
．
普
通
建
設
漫
画
、
災
害
復
旧
事
業

を
含
わ
沖
．
・
．
士
算
総
額
．
の
五
五
・
「
．
．
バ
：

セ
・
、
で
、
．
を
占
め
る
「
．
二
億
七
千
四
百
九

万
四
千
円
が
計
」
き
れ
ま
し
た
．
．
そ
の

中
で
主
な
事
業
費
は
、
農
林
水
産
業
費

に
お
げ
る
闘
場
整
備
、
農
道
整
備
、
、
営

，
．
．
則
雑
用
火
砲
設
整
備
、
公
有
林
整
備

林
這
咋
W
考
．
超
整
鯖
事
業
費
等
で
、
五
億

一一

D
千
百
万
円
、
土
木
費
に
お
い
て
町
道

改
良
六
　
氏
．
、
紅
」
衣
架
設
二
橋
分
等
で

二
痴
↓
．
千
六
百
三
七
万
閂
、
教
育
費
で

坪
谷
小
学
校
、
福
瀬
小
学
校
危
険
校
へ
一
、

改
築
工
事
貢
等
で
三
億
七
、
四
「
．
五
万

円
、
．
消
防
施
設
に
お
い
て
小
型
ボ
ン
．
フ

」
入
、
防
火
火
槽
、
消
防
器
庫
建
設
等

で
、
二
、
＝
一
五
万
円
、
そ
の
他
環
境

整
備
事
業
と
し
て
【
、
般
廃
棄
物
処
理
場

∂
整
備
宏
等
で
一
．
、
二
「
，
一
．
万
六
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
．
、
－
又
、
災
害
復
旧
事

業
は
、
公
共
土
木
、
霊
地
災
害
復
旧
費

を
へ
．
］
わ
せ
九
、
声
二
「
．
し
万
八
千
円
と
な

h
ツ
ナ
密
し
（
」
．

歳出の性質別構成

0、9．

575岬L∴

山
　
営
農
飲
雑
用
水
弛
設

　
　
　
「
地
区
管
長
「
万
五
干

㈲
　
小
規
模
給
水
施
設

　
　
　
「
地
区
　
管
長
二
千
百
ゾ

、
町
道
整
備
事
業

ω
　
町
道
改
良
事
業

　
　
　
六
路
綿
陣
　
二
．
ギ
†
“
門

ω
　
町
道
舗
装
事
業

　
　
　
八
路
線
　
三
千
七
百
“

伸
　
橋
梁
架
設
事
業

　
　
　
二
橋
　
七
四
、
F

、
．
消
防
施
設
整
備
事
業

ω
　
消
防
器
庫
建
設
事
業

　
　
　
四
地
区
　
四
棟

ω
　
防
火
水
槽
設
置
事
業

　
　
　
　
四
地
区
　
四
基

　
仰
　
小
型
ポ
ン
プ
設
置
事
業

　
　
　
　
二
地
区
　
二
台

　
ω
　
自
動
車
接
岸
道
路

　
　
　
　
三
地
区
　
三
箇
所

四
、
教
育
施
疫
整
備
事
業

　
ω
　
小
学
校
改
築
事
業

　
　
　
　
坪
谷
小
学
校
・
福
瀬

　
ゆ
　
公
民
館
建
設
事
業

　
　
　
　
↓
地
区
　
「
棟
　
二

五
、
災
害
復
旧
事
業

　
ω
　
耕
地
　
グ
宝
、
復
旧
事
業

　
　
　
　
五
地
区

　
の
　
⊥
⊥
木
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
二
七
地
区

，ガ

福　　所
瀬

少
｛匠

　　歳出の目的別構成
湘2邑・71畳・2・

翫曾12622〒「。ら　　　41鵬租
爵’5員　三⊃㏄．

箇
偽

＆
　
＼

瓢貴費

54巳’ら4

二’億冒

1ε3　6i．コ　　　．

ア∋

も

　をチニロ
糞1ヨ2兜8千弓

三、　84

塁1　　・・㌧唄
　　　1’53415

歳出総額
　　千円
2．311．400

二．電費

2e1548

－～2

　此生費
31　　アG708

嚢3〔ノr　藝賃

ら56．157
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、
6
一町報とうこう

　
鱗
　
潅
…
…
…
　
　

◇
碓
定
申
告
が

　
　
間
違
っ
て
い
た
と
き

　　

　
昭
和
五
一
四
缶
分
所
得
税
の
礁
定
申

∴
の
期
限
内
の
受
伺
三
、
三
月
↑
西
日

げ
、
攻
P
一
．
入
し
ハ
」
　
シ
ご
；
つ
’
㌔
、
由
丁
生
口
き
日

を
捉
出
し
て
）
・
’
ナ
、
て
か
ら
、
所
得
ゐ

税
頷
な
こ
の
討
・
昇
誤
一
に
気
甘
、
M
た
方

、
、
、
｛
で
㌘
”
　
提
出
し
た
確
定
申
告

雌
≡
へ
一
か
あ
一
・
セ
場
合
ま
、
税
務
署

．
、
手
続
を
し
、
旺
し
、
申
告
に
直
し
ま

）
芸
つ

　
例
え
↓
．
、
申
告
討
に
社
会
保
険
料
控

辞
や
扶
経
疲
、
除
な
こ
の
枠
隊
頷
を
＃
日
㌧
、
・

】、

ﾏ
た
た
み
＝
、
国
際
よ
、
，
も
多
（
税

↑
を
納
み
て
、
セ
場
」
［
三
、
税
金
の
還

↑
、
を
受
｝
る
七
ゐ
”
一
曙
ゆ
の
、
商
永
一

を
詩
コ
る
こ
と
か
げ
、
》
、
二
．
夕
’
　
二
の
［
申

∬
の
み
水
一
の
て
㌧
、
・
る
期
限
ふ
．
、
来
往

∂
二
弓
コ
・
τ
一
日
三
て
て
つ

　
三
㌔
、
所
、
得
を
痛
ら
し
て
申
告
し
た

　
、
一
巨
レ
ぬ
ノ
な
ニ
り
こ
2
、
実
際
よ

　
・
〆
シ
な
く
税
ム
↓
を
申
告
し
1
、
、
♪
＝
み

国
勢
調
査
の
標
語
を
募
集

　
5
臨
理
・
、
統
刮
局
て
エ
、
へ
把
1
3

　
／
〔
．
“
つ
わ
り
肖
勢
調
喬
＝
対
、
r
・

る
到
民
四
認
蔵
を
高
め
、
調
屯
の
円
滑

な
契
　
［
を
」
る
セ
ゐ
、
ヨ
勢
凋
査
∂
－
」 懸

　
　
　
　
躰
、

　
う
な
場
含
＝
隊
、

，
究

　
「

　
　
　
　
　
［
、
修
1
1
申
告
［
て
止

令
頷
に
訂
珪
ナ
る
必
票
か
あ
一
二

　
こ
の
修
ほ
由
告
ま
、
祝
格
署
か
ら
四

百
を
受
♪
る
ま
て
よ
、
っ
て
も
て
｝
、
風

す
か
、
な
る
へ
く
見
く
由
焦
し
た
・
り
か

｛
、
和
て
あ
・

　
な
わ
、
う
一
・
ひ
一
し
て
申
’
［
を
忘
1
1

て
し
る
人
ま
、
す
く
こ
確
定
申
告
を
・

る
必
要
か
あ
b
ま
す

　
【
輿
d
の
晶
求
一
や
一
修
且
申
告

の
用
紙
よ
、
税
務
署
に
用
、
L
」
し
て
あ
ノ

’
浜
つ
　
　
午
∫
け
就
へ
、
5
こ
弄
㎡
，
し
い
｝
一
》
二
土
、
　
延

岡
税
務
署
又
ま
税
務
栢
淡
望
宮
崎
分
ヂ

こ
わ
尋
ね
く
九
「
・
へ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

　
妬
而
料
や
ボ
ー
ー
ス
’
セ
」
つ
っ
た
山
；
、
¶

そ
の
所
得
税
は
天
引
｝
、
、
て
徴
収
申
・
・
れ
1
、

h
、
三
・
　
そ
し
て
十
二
日
に
往
末
調
整

に
よ
r
・
て
「
庄
間
四
所
得
税
か
精
算
ル
・
・

a
ま
す

　
缶
未
調
整
て
ζ
　
銃
間
の
一
日
μ
『
ノ
幌

義
・
目
的
を
蘭
明
に
表
わ
宇
標
語
を
募

佳六

ｵ
r
、
h
土
h
語
9

［
ヒ
募
方
法
　
官
製
二
か
｝
、
二
枚
に
↓

・
［
を
記
恥
し
5
月
1
0
日
（
L
化
印
㌦
－
効
）

　
　
　
　
　
　

ま
て
に
、
〒
1
6
東
西
都
新
・
伯
区
若
江
町

％
、
蔓
理
育
統
罰
局
司
勢
言
誤
諌
あ
て

領
を
訓
」
黙
す
る
セ
み
に
、
齢
す
、
粘
科

ゐ
一
、
一
一
『
、
の
一
、
閥
4
」
川
額
’
っ

4
う
弓
　
マ
ノ
の
函
「
／
i
ノ
、
一
　
4
を

・
」
つ
、
給
与
所
和
柊
除
を
、
h
、
次
＝

そ
の
寝
額
つ
ら
上
磯
柊
除
や
扶
、
控
除

を
行
、
、
所
得
税
頷
を
討
算
し
ま
す

　
二
の
デ
「
末
調
整
か
φ
、
一
と
、
ま
と
畠

こ
の
岬
ワ
ー
－
1
7
・
ノ
三
、
確
走
申
」
「
の

・
い
h
、
よ
あ
う
ま
せ
ん
か
、
に
収
か
「
T

黒
円
を
超
乳
る
乃
や
瓢
料
以
外
｝
－
　
」

万
円
を
超
え
る
所
仔
、
〃
＋
の
る
后
な
こ
三

星
山
疋
由
告
を
し
な
判
れ
ぼ
な
一
之
せ
ん

　
’
く
た
、
多
額
の
医
療
貴
を
乏
払
r
・
た

ん
や
、
粟
占
こ
あ
一
・
九
乃
、
7
・
5
－

ム
♪
ぞ
新
筑
平
し
ハ
」
乃
へ
与
二
ほ
、
　
磁
与
叱
申
甲
止
口

を
了
る
と
所
得
税
か
還
付
尊
、
、
至
る
こ
と

か
あ
一
ま
ず

　
賢
し
、
こ
と
は
延
岡
税
堺
署
又
．
土
税

務
帽
凝
室
宮
崎
分
ヂ
こ
お
尋
〔
メ
・
♪
～
．
㌔

自
動
車
税
を
納
め
に
行
こ
う

　
目
動
重
税
、
W
納
期
は
5
月
3
1
日
ま
て

こ
な
っ
て
わ
一
ま
ナ
　
納
期
内
に
昂
寄

∂
銀
行
、
農
協
、
郵
傍
局
又
は
県
税
掌

憐
所
、
〃
窓
口
に
出
力
に
納
税
ふ
・
・
れ
｛
す

よ
う
御
託
刀
下
善
、
以

　
し
し
自
動
車
を
入
に
売
’
、
た
一
、
卜

取
一
甲
－
出
し
た
一
廃
車
を
し
た
均
△
「
な

こ
よ
、
陸
運
事
務
所
と
宮
崎
県
自
動
車

税
事
務
所
に
移
転
又
は
、
ま
つ
伯
の
手

続
き
を
筆
力
に
行
’
・
て
下
）
・
六
　
手
紅

・
；
望
せ
す
放
心
、
あ
㌧
．
・
之
訣
レ
と
、
、
つ

ま
て
も
自
動
車
税
か
か
か
る
こ
と
に
な

一
ま
ず
く
わ
し
く
よ
日
向
県
税
事
務

て
に
お
尋
ね
く
セ
さ
、
、

5
、
○
　
　
曳
‘
　
◆
　
‘
〆
　
　
●
　
’
｝
　
　
　
、
　
㌧
　
　
．
　
、
く

’ゾ”
q
　
牧
水
先
生
の
生
涯
［
茸

、
鴇
華
美
…
・
↑
一
口
も
美
尺
と
“
和

書
し
ま
し
た
し
か
し
式
を
挙
ナ
づ
9

（
余
勺
あ
な
・
＼
、
識
伯
の
森
本
轟
店
の

ゾ
、
一
僻
・
を
告
－
て
結
婚
宅
石
を
妬
み
t

ハ
し
㌔

瀞
・
慧
イ
夫
左
・
～
『
吸
蜜
巾
の

い
宝
れ
て
、
高
等
小
、
子
枚
補
習
利
㌔
業

V
後
、
地
の
小
学
孜
の
裁
縫
三
曲
を
勤

～
め
て
、
・
柔
し
た
文
学
を
殉
謎
作
歌

）
か
ず
き
て
し
た
か
・
ノ
．
と
臥
の
勉
強

嘉
し
た
い
と
緊
親
詳
を
畳
＼

鑑
磐
歌
人
太
田
蒜
を
弩
て
f

∵
・
轟
宅
耳
・
甲
重
三
・
た

（
一
京
し
て
一
か
母
、
か
ノ
㌻
・
た

、
或
る
日
、
よ
れ
に
な
っ
た
浴
衣
を
も

㌔
ぺ
色
の
里
h
小
柄
な
男
か
玄
関
曽
・
“
’
．

内
て
、
”
ま
す
　
そ
烈
か
青
往
臥
人
枚
火

’
先
宅
て
、
の
．
9
二
し
・
、
甲
永
穂
夫
人
に
教

V
え
門
、
弘
、
、
爵
に
通
し
て
お
茶
を
連

｛
ん
て
行
き
些
し
た
［
『
牧
火
よ
つ
つ

そ
し
ゃ
な
ト
ち
ん
『
》
」
坐
そ
石

馬
こ
話
を
し
三
た
見
た
と
｝
一
ろ

嵐
零
・
あ
か
ら
喉
か
、
そ
の
眼
か

｝
、
一
々
に
も
き
れ
、
に
き
ん
て
、
て
、

轟
て
た
崔
后
か
い
か
に
～
純
朴
て
謙
底

ヅ
犬
に
見
た
一
と
ま
喜
志
「
ナ
充
か

V
後
に
語
つ
七
と
こ
る
て
あ
一
ま
ず

∵
の
『
は
を
昔
通
発
拶
を
し

へ
た
ま
つ
－
て
唾
を
イ
惇
づ
し
ま
し
た

い
し
つ
し
ニ
マ
か
枚
崇
先
生
と
二
「
二
い
・
」

“

㍗
夫
人
の
最
初
の
出
ム
月
て
す

♂ゾ

　
、
　
　
　
9
　
　
㌧
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
で
く
　
　
　
　
　
　
　
咲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
職
　
で
　
　
　
　
　
　
で
　
　
’

ρ
㌧
～
　
　
．
　
〆
」
　
　
　
飛
♂
、
　
，
　
、
く
　
　
　
く
で
　
　
「
　
　

　
。
　
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哩

　
結
婚
牛
舌
に
入
っ
た
も
∂
の
こ
こ
’

窮
乏
の
唐
て
し
た
自
の
攻
∴

－
三
菰
て
・
崎
四
二
出
か
・
↓
こ
い

た
　
二
こ
か
、
つ
三
人
二
次
の
丁
紙
を
、

出
し
て
、
⊥
浜
L
r
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

「
而
の
う
ち
こ
暮
祖
、
7
5
の
う
ち
こ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

明
、
，
た
崎
の
荘
4
2
五
目
の
「
夜
、
御

身
か
発
ま
た
ひ
っ
か
・
・
う
処
・
唱

し
一
か
な
し
一
重
を
貧
・
た
　
～

巾
＋
．
巴
、
ん
と
つ
に
、
油
絵
具
の
＝
ほ
（

、
、
の
・
・
う
＝
、
や
わ
ら
か
＝
、
冒
夜
V

降
っ
て
ゴ
」
　
　
　
　
膚

最
愛
な
る
妥
｛
、
黄
三
三
つ
を
ゐ

一
、
、
碑
身
の
良
入
の
世
＝
こ
、
清
、
つ
か
’

な
る
入
乎
な
る
二
と
を
’
せ
よ
　
　
’

白
眠
し
玉
）
醍
の
牛
つ
9
ワ
O
如
し
、
　
御
身
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

良
人
よ
》
歌
か
乍
れ
て
、
㌧
る
　
恐
ら
叫

一
こ
の
・
ヴ
三
三
高
感
じ
ぎ
・
一
い

＋
親
く
て
あ
ろ
つ
、
隔
夜
辛
凌
蕊

の
収
穫
か
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
》

わ
か
こ
こ
に
在
る
こ
と
く
、
そ
の
こ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

と
く
御
身
の
と
・
」
＝
存
・
P
、
’
二
と
を
“

’
所
っ
て
居
る
　
　
　
　
　
航

　
こ
こ
て
の
作
歌
の
中
に
酒
の
季
歌
V

と
し
て
愛
論
き
れ
る
　
　
　
　
～

・
か
ん
か
へ
て
、
臥
み
ま
㌧
み
た
る
一
V

ム
5
二
含
の
酒
の
峯
ま
ノ
、
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

か
あ
一
支
み
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫

！

聖

」

塩
　
ゴ
　
儀
　
市

く

！
し
　
’
」
　
　
　
，

馬

●’》c．b、●◆、へ●A1，・

町報とうこう
（7）

入
権
擁
護
委
員
制
度
に
つ
い
て

日
本
口
憲
法
傷
＝
4
．
ド
ニ
？
七
艮
の
憺
剰

燈
卵
、
）
義
務
に
つ
い
て
第
1
．
条
よ
り
第
四

卜
条
ま
て
日
本
陣
民
た
る
要
件
か
定
め

・
ウ
れ
て
の
ま
す

人
惟
》
】
三
、
　
↓
、
一
つ
P
↑
し
、
う
口
葉
一
」
ム
9
か

人
聞
か
乍
れ
な
か
ら
こ
鼻
、
’
）
、
人
間
と

し
て
の
写
膚
を
営
～
つ
え
て
基
整
と
な

る
あ
ま
ね
く
）
ノ
、
ら
た
っ
た
権
利
侵
す

甲
一
と
”
て
ノ
、
・
な
、
た
ク
、
の
格
7
／
と
、
つ

こ
と
て
あ
－
『
本
的
尺
㍉
と
・
・
、
つ
れ

て
、
？
」
の
て
こ
一
三
．
r
、

二
の
よ
つ
な
人
毛
な
人
κ
し
今
日
”
し
、

つ
．
迅
話
乃
か
三
界
を
日
　
、
す
る
ま

て
＝
発
畏
し
　
、
・
る
と
物
∂
豊
き
ハ
；

か
北
、
し
梢
側
両
か
お
ろ
そ
か
．
－
な
一

［
己
本
‘
＝
；
し
－
、
迫
徳
．
ノ
・
七
烈

〃
こ
わ
い
ガ
ン
〃

受
け
よ
う
胃
検
診

　
日
ぐ
こ
の
』
人
上
ソ
人
死
囚
を
、
・
’
1
一

氏
㌦
保
健
肝
衛
㍉
任
し
ご
見
ま
サ
と
、

へ
町
”
死
口
州
、
、
「
へ
；
掴
旺
筥
与
審
二

・
長
、
竺
π
」
曾
陸
祈
ヒ
L
物
（
＋
・
ノ
）

八
尺
こ
へ
．
’
・
て
い
ま
つ
　
又
腐
崎
県
対

山
ノ
陶
／
⊃
二
三
一
戸
て
ま
、
胃
力
〆

r
、
死
し
4
三
尺
か
、
・
エ
ー
ゴ
併
ノ
」
「
崎
県

て
一
｝
、
〔
＝
巧
　
ノ
ヶ
一
、
㌔
ギ
て
　
ま
渉

」
　
ノ
「
胞
土
呂
、
人
ほ
こ
広
か
一
か
シ

、
と
、
つ
賀
三
す
　
　
［
告
｝
、
「
回
肖
の

検
ス
畝
ル
ニ
ス
ギ
　
昌
女
、
心
㍗
し
’
、
働
」
．
、
づ
ト
や
し
L
仏
つ

劃
害
関
係
の
争
い
や
、
権
利
の
侵
メ
等

人
権
笹
、
視
の
住
み
に
く
、
社
会
の
裏
面

冷
　
毎
日
の
よ
う
，
‘
新
聞
テ
レ
ニ
て
見
井
、
一

つ
感
ら
わ
る
こ
と
よ
ま
二
と
に
父
含
な

こ
と
て
あ
り
ま
す

昭
和
二
四
毎
て
人
権
擁
二
二
呪
法
か
制

定
こ
型
一
．
1
告
を
経
ま
し
♪
一
か
取
も
人

争
な
二
と
て
あ
〕
匁
か
・
2
て
の
連
用
か

ム
’
》
「
し
の
哉
D
’
の
一
、
　
八
ノ
佼
の
攻
目
発
の
必

実
を
桶
戎
い
つ
る
・
の
て
あ
り
ま
す

人
格
擁
墨
田
只
ま
そ
4
1
“
そ
叡
の
助
マ
付

て
臼
、
域
の
人
権
か
守
ろ
れ
て
h
る
か
、

又
侵
∴
｝
、
・
祷
る
こ
と
か
な
い
よ
う
に
監

視
し
侵
上
口
か
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
租

談
相
手
と
な
一
、
趨
の
な
措
置
を
溝
す

る
こ
と
ざ
よ
っ
て
双
済
を
は
か
る
こ
と

　
本
併
㌧
悼
二
身
の
箕
団
検
診
を
久
の

日
程
て
行
な
h
ま
す
　
焦
ヘ
リ
制
限
を
守

》
全
，
只
受
診
し
て
く
ハ
こ
鴫
㌔
、
　
希
望
者

＝
つ
h
て
隊
組
合
≒
－
申
し
こ
ん
で
く

ル
三
、
ら
　
詳
つ
し
、
こ
と
二
本
人
＝
通

気
し
三
一
」

　
　
　
　
　
κ

　
5
月
2
0
日
　
坪
谷
此
所
帥

　
5
月
2
1
日
、
2
2
日
　
老
入
福
祁
飴

一
5
h
日
2
3
日
　
寺
迫
支
所
前

　
莫
付
㍉
間
与
前
7
時
孔
分
か
つ
8

　
　
　
　
　
時
ま
て

か
そ
の
負
務
と
さ
㍗
て
h
ま
済
コ

人
日
半
農
委
貝
よ
法
務
大
臣
の
委
嘱
七

よ
る
ヌ
・
の
て
あ
一
、
そ
の
帽
淡
内
容
や

調
子
、
関
係
者
の
身
一
等
は
か
た
く
吉

富
を
了
》
、
人
種
、
卜
」
条
、
性
犠
、
社

会
的
身
分
等
に
よ
っ
て
方
別
的
、
あ
る

、
は
優
先
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

h
こ
と
等
法
律
て
定
め
ら
れ
て
、
”
ま
了

相
談
内
容
ま
家
庭
的
問
題
、
†
地
今
銭

た
借
書
の
民
串
関
係
、
暴
行
傷
ゴ
「
等
刑

事
関
係
、
保
健
衛
生
道
露
交
通
等
行
政

問
題
そ
の
他
あ
ら
♪
る
こ
と
て
な
や
み

を
お
・
」
ち
の
b
エ
電
話
又
エ
、
委
β
！
の

h
宅
ま
て
出
向
’
て
気
や
す
く
相
談
し

て
下
て
へ

一
、
ミ
ニ
、
書
き
ま
し
た
よ
う
に
入
が
人
間

二
．
し
く
幸
福
｝
－
生
き
る
た
め
に
な
く
て

は
な
つ
な
、
根
本
的
な
権
利
こ
れ
か
人

礁
て
あ
》
ま
す

我
し
、
人
間
か
乍
・
1
、
る
た
め
に
、
祁
会
を

つ
く
、
、
社
会
の
少
同
目
的
の
た
め
に

孤
仏
人
の
自
由
ρ
、
そ
の
　
の
権
利
か

、
（
、
，
？
祠
限
を
受
＋
る
二
と
か
あ
る

の
ほ
当
鉄
の
こ
と
て
あ
り
ま
ぜ

現
代
社
会
は
・
七
民
「
人
「
人
か
幸
福
に

な
る
こ
と
か
目
的
で
な
け
れ
ば
な
、
ま

せ
ん
　
お
互
い
か
お
厚
一
の
幸
福
を
阻

∴
山
、
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
し
、
う
明
る

、
M
町
つ
く
》
に
努
め
た
い
・
・
の
と
考
え

ま
＋

　
人
権
擁
護
委
，
ハ
筆
瀬
春
美

　
き
る
、
3
月
1
5
日
仕
を
・
ノ
・
て
、
法

務
大
臣
よ
一
玖
の
方
・
・
か
、
人
格
擁
農

委
日
！
に
委
嘱
き
れ
ま
し
た

　
坪
谷
の
山
本
源
叩
き
ん

　
寺
迫
の
高
野
敏
男
き
ん

　
小
野
田
の
竿
噸
春
℃
ひ
・
・
ん

　
　
　
　
　
　
　
N
一

幽
魁
＼
二
一
－

行
楽
期
の

　
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
交
通
巨
峯
か
多
発
す
る
時
て
す
　
笹

理
な
三
三
を
し
な
い
よ
う
＝
車
の
連
転

に
は
＝
∵
、
二
＝
も
女
く
一
運
転
を
励
行

し
’
、
τ
「
W
鴫
㌔
い
　

ゴ
あ
♪
」
、
人
工
J
の
ノ
タ
、
、
》
一

こ
ろ
て
キ
防
ス
リ
な
こ
の
盗
難
被
口
む
多

く
な
》
4
よ
、
・
の
て
懐
に
ま
ト
分
紙
を
つ

ナ
ま
し
k
う

災
害
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　
高
二
院
警
察
署
等
内
の
日
の
影
て
こ

存
し
の
と
わ
り
、
村
道
丁
事
現
場
の
争

鳴
か
崩
壊
し
五
人
の
犠
牲
者
を
出
し
ま

し
た
　
こ
れ
か
ら
雨
期
を
迎
え
ま
ヂ
自

然
災
占
の
ほ
旗
か
人
為
的
な
砂
防
、
村
道

そ
の
他
の
王
串
に
よ
り
以
前
と
状
況
か

違
r
・
た
場
合
、
鉄
破
水
に
な
っ
た
》
、

崩
壊
し
た
う
す
る
現
象
か
表
れ
素
て

婁
」
う
「
巴
、
自
分
の
周
囲
を
よ
く
見
な
お

し
て
検
討
し
て
お
き
ま
し
よ
う
　
問
防

拶、

ﾛ
警
察
な
と
こ
の
よ
う
な
危
険
地
の

実
地
踏
査
な
と
し
て
い
至
、
－
の
て
理
絡

♪
を
》
ア
，
｝
の
つ
’
、
事
・
削
の
冊
狛
置
ψ
を
い
ハ
」
し

レ
’
入
，
）
L
瓜
り

　
昭
和
五
一
五
告
一
月
に
行
わ
ロ
る
全

国
防
犯
運
動
の
標
話
及
び
ノ
／
ボ
ル
7

ー
ラ
の
募
隼
へ
ん
ド
し
’
」
h
し
’
、
♪
’

▽
標
語

　
侵
入
盗
犯
の
防
百
ル
三
　
　
7
・
と
し
た

　
も
の

［
　
ノ
〆
下
レ
7
　
ラ
　
（
標
章
）

　
防
犯
を
象
御
ナ
る
も
の

．H

D
化
募
ん
法
5
臣
鼠
は
か
き
｝
二
標
詰

　
〆
二
、
㌧
ノ
　
う
よ
5
班
　
6
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
2
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
電
2

　
　
す
ロ
・
、
目
作
八
発
友
”
3
、
刀

「
」
募
期
間
、
5
月
1
日
～
5
肩
3
1
日

［
送
り
先
　
〒
8
8
0

　
宮
崎
巾
橘
通
》
東
二
r
目
一
云
．
一
弓

　
　
宮
崎
県
警
察
本
部
防
犯
少
任
係

　
詳
細
一
ま
駐
一
什
∫
町
へ
お
問
、
ム
ロ
評
「
ト
｝
、
・

気
象
ひ
と
く
ち
メ
モ

　
五
自
三
新
緑
の
季
節
　
吹
く
圃
・
－
も

4、

夋
}
か
さ
か
感
し
ら
れ
、
比
較
的
気

教
災
害
の
歪
な
、
月
と
い
え
ま
マ
し

か
し
、
晩
霜
、
低
気
圧
に
よ
る
あ
ら
し

や
・
｝
、
〕
よ
う
・
濃
霧
・
山
の
遭
難
な
と

い
ろ
い
ろ
な
災
舌
か
幻
二
る
月
て
む
あ

，
）
ま
写

　
五
月
は
天
気
は
周
期
的
に
変
化
㌧
ま

す
か
、
移
動
陸
高
気
圏
か
東
西
に
つ
り

な
っ
て
賄
天
の
粧
く
こ
と
か
あ
㌧
ま
す

ン
㌔
し
て
、
時
に
エ
日
中
の
最
高
気
温
か

二
ぐ
C
を
越
せ
よ
う
な
暑
し
h
も
あ
る

「
乃
、
後
半
に
は
、
つ
D
の
は
し
つ
か

あ
・
っ
わ
a
る
二
と
か
多
く
な
り
ま
す

◆
ひ
よ
う

　
一
、
〕
よ
う
舌
は
初
夏
に
多
く
、
被
吉
を

受
ゆ
ノ
る
の
は
主
と
し
て
農
作
物
て
寸

曽、

l
．
ご
つ
は
発
達
し
た
積
二
二
（
入
内
玄

）
か
っ
降
）
、
暖
二
期
の
ひ
ス
う
は
儀

と
ん
と
か
宙
雨
に
伴
r
・
て
い
ま
土

　
〔
田
の
予
観
や
入
道
雲
に
注
．
U
し
ま
し

よ
肩
つ



（8）警報とうこう、

つ
の
ヒ
ェ
ト
こ
　
ロ
こ
し
ヘ
ヘ
コ
ロ
こ
し
ヘ
ヒ
じ
し

…
お
し
ら
せ

一
　
　
　
　
一

…
　
・
＼
＼

一
轟
4

…

響一’’’”一一’’’”一一ノ’”F＿＿，，，，，＿＿，馳

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
教
室
の
開
設
に
つ
い
て

　
ス
．
ホ
ー
曽
、
を
寸
る
機
会
．
の
少
．
な
い
婦

人
を
対
象
に
、
依
力
づ
く
り
と
バ
ン
ー

ざ
・
．
－
、
当
の
普
及
を
図
る
目
的
で
、
次
．
の

T
こ
お
し
り
．
ス
．
ホ
†
．
－
ツ
教
室
ψ
を
開
汎
収
，
し
ホ
帆
ノ
．
ヲ

　
今
回
は
、
特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま

す
．
4
2
で
、
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
ふ
、
、
い
．
．

　
「
．
、
期
日
　
五
弓
か
ら
毎
週
火
曜
日

　
夜
間
八
時
～
九
時
三
＋
分
ま
で

　
二
、
場
所
中
央
公
民
館

　
ご
、
一
、
参
加
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下
き
い

火
葬
料
金
が
変
り
ま
す

　
日
向
地
区
斎
場
東
郷
霊
苑
の
条
例
が

「．

ｵ
即
皆
賦
正
μ
」
へ
与
㌦
リ
、
　
次
の
ワ
〉
」
ハ
O
p
↓
ル
ハ
｝
葬

料
が
引
き
上
げ
・
．
つ
れ
ま
．
し
た
，

　
又
、
斎
場
使
用
の
受
付
時
聞
は
、
午

前
八
時
一
∴
、
一
分
か
ら
午
後
五
．
時
ま
で
と

し
、
電
話
に
よ
る
受
付
時
問
は
午
後
八

．
時
ま
で
で
す
．
．
詳
し
く
は
衛
生
水
道
係

か
住
民
係
に
お
問
い
言
せ
く
、
二
き
い
、
．

汚　　物
人r衣））一・部

そ　の　他
改葬遺体

件1棺1

児
　
　
体

二死13歳未満1…3歳以ヒ
別種

1

2，5GOP」

4，5CO

6．50C

3，5GO円

　9，000Fエ」

15，5COil1

2，500円

4，5C〔⊃Fj

6，50CF」

体
　
円

　
　
o
o

　
　
渇

　
．
7
つ
　
．

－
　
　
．

9，COOF」

　　　　　依

　5，000｝1．」

13，COO「j

1

3，0CO

3，0C〔〕ド」

5，GO〔⊃F」

　20，COO巨J　　　　　　13，500111

1τ夕1二つき　5，こCCiヨ

通夜を行う場合　　　　　1回につき

葬儀を1ラう場合　　　　　　 11口ilこっき

通夜及び葬儀を行う場合　1回につき

甲
　
二
　
導

火
　
葬
．
等

安置室使用

待合室使用

備考

　（D　この表において「甲」とは、死亡者が日向荊、門川町又は東郷町の住民であった場合をいう

②　この表において「Zl」とは、死亡者が南郷村、西郷村、諸塚村、椎葉村又は北郷村の住氏で

　　あった場台をいう、

　〔3）こ．）表において「丙」とは、死亡者が甲及び乙以外の住民であった場合をいう．

町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

　
◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
＋
五
年
．
↓
．
目
十
六
日
よ
り
三
月

ご
十
八
日
の
間
に
香
典
返
し
御
害
付
を

賜
り
謹
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御

冥
福
と
御
家
族
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
と
ゴ
、
に
町
社
会
福
祉
向
ヒ

に
お
役
迄
た
せ
て
い
た
戸
写
、
・
ま
す
、
．

こ
こ
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
ヒ
げ
ま
す
．

♂
、
鶴
野
内
の
渦
潮
辰
己
き
ん
か
ら

　
（
和
三
郎
き
ん
　
九
三
才
ご
外
去
）

「．

A
福
瀬
の
岡
田
宗
「
．
き
ん
か
ら

　
（
伊
勢
松
き
ん
　
八
七
才
ご
死
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
案
内

町
社
協
で
は
町
民
翻
れ
で
も
、
ど
ん
な

問
題
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
心
配
ご

と
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
．
．

　
開
設
日
　
五
月
二
十
日
（
火
曜
日
）

　
時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

　
場
　
所
　
町
老
人
福
祉
館

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ

　
　
春
季
大
会
開
催

ル

」
二
月
二
十
六
日
午
・
前
九
時
よ
り
町
グ
ラ

ン
ド
に
於
い
て
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
盛
大
に
ゲ
ー
－
、
ム
小
ー
ル
大
会
が
開
催

き
れ
ま
し
た
．

参
加
各
チ
ー
ム
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
「
．
牛
懸
命
競
技
を
行
い
春
季

は
仲
深
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優
勝
の

栄
を
獲
得
し
ま
し
た
．

懸
凶
事
灘

出
生
お
め
で
と
う

…
誌
ち
ゃ
ん
一
6
名
［
父
の
名
一
住
所

橋川妻田小畝松

口越口口林原尾

晴富光英智麻一
　士
美喜幸義佳里臣
信和峰． r健修一一

　　　　　　昇
．行夫久匿司身

仲福福小福小迫
　　　野　二野
言窒瀬瀬一匹一瀬一寸．一顧．

結
婚
お
め
で
と
う

田岩　川橋

菱刈　口口

奥鈴

　　氏

原木

唱和　清孝　周傳

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒金海若那
木丸野杉上沼：

長　善ハ宅名

市剛市や助

＿一まちのうごき一一ピ．・㍗

子夫　子夫

福福　西寺
　　　郷
瀬頼封迫

　　名
子一

日小住

購所

に
陣
齢
．
陛
住
所

一

841758　71　72

羽福寺仲坪

坂瀬迫深．谷

人口6，656人　（　3）1

　男　3，258人　（0）i

　女　3，398人　（　3）二

世帯数1，742戸（△2）1

　　55年5月1日現在

　　（　　）は対前月比

一尺．一㌔アr唖伊稗．へ折．唖一　．Aρ．
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